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別紙様式第１　様式２ ②

（令和７年度予算分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

区分 重点メニュー

関連事業メニュー 1_2_1 自治体間連携を伴うライフデザイン・結婚支援重点推進

個別事業名 北杜市結婚支援・出会いイベント開催事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

自治体名 山梨県北杜市

本事業の担当部局名 こども政策部子育て政策課

事業メニュー ライフデザイン・結婚支援重点推進事業

総事業費（Ａ）（円） 1,215,000 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 200,000 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 1,015,000

実施期間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 事業開始年度 平成29年度

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

1,215,000

費
用
内
訳
（

円
）

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 0 0 0 0

0

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 0 0 0 0 0

計

総事業費 1,215,000 0 0 0 1,215,000

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

　本市の人口は、平成16年（2004）年まで増加したが、その後は減少に転じ、令和2（2020）年時点で、44,053人となってい
る。また、出生数についても169人（令和4年）で、平成27年から27%減となっており、少子化対策は喫緊の課題となっている。

＜本個別事業の位置付け＞

　出会いの場を創出するため、（長野県富士見町・長野県原村と連携して）婚活イベントを実施する。

1,215,000

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 1,215,000 0 0 0

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

・本事業の開催方法について、過年度において幅広い年齢層を対象としたイベントを開催していたが、同世代の婚姻数が最も多い※ことから、
対象年齢の幅を短くし、若い世代を中心に集客を図る。
※厚生労働省人口動態調査（R4）

個
別
事
業
の
内
容

番号 項目 内容

1

八ケ岳定住自立圏結
婚支援に係る協議の
場の開催

八ケ岳定住自立圏の取組及び各市町村における取組をより効果的に行うために情報共有や意見交換を行う場
を開催する。

〇八ヶ岳定住自立圏結婚支援事業担当者会議の開催
開催回数：年３回程度
内容：各市町村の取組内容や定住自立圏の取組（事業の目的や成果目標、周知や広報の方法）についての情
報共有・意見交換
役割分担等：各市町村を会場として、各１回会議を実施

2

婚活イベントの開催 　八ケ岳定住自立圏域内それぞれの特色・魅力を活かした体験をテーマにした対面イベントを開催する。また、
各市町村の結婚相談所登録者へのイベント指南やマッチングカップル不成立の方へのアフターフォロー体制を
整備し、出会いの回数や成婚数の向上に努める。

〇婚活イベント開催
開催回数：年３回（各市町村×１回）
参加者数：７２名（各２４名）
内容：各地域の特色を活かした体験をテーマにしたイベント
役割分担：各市町村を会場としたイベントを各1回開催し、イベント開催に伴う企画等の打合せや運営準備をそれ
ぞれが行う。
費用負担：上記イベント開催に係る契約事務等は本市において実施するものとし、人口規模に応じた負担金を
富士見町及び原村が負担する。



少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

年少人口数（0～14歳） 人 6,005（R12年度） 3,825（R7年度住基人口）

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

参考指標
※全事業共通

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.39（R4年度）
婚姻件数 件 101（R6年度）

（アウトプット）

婚姻率 2.4（R6年度）

① 参加者数 人 70（R8年度） 51（R7年度）
② 募集定員数に対する参加者数の割合 ％ 70（R8年度） 56（R7年度）

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％ 80（R8年度） 78（R7年度）
② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ 65（R8年度） 62（R7年度）
③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ 65（R8年度） 62（R7年度）


